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一
月
二
一
日
、
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
と
山
田
学
区
社
会
福
祉
協

議
会
福
祉
委
員
と
の
懇
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
懇
談
会
は
、
令
和
の
世
に
な

っ
て
か
ら
始
め
た
新
し
い
活
動
で

す
。 当

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
則

に
は
、
副
会
長
の
一
人
は
、
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
か
ら
の
推
薦
人

を
当
て
る
と
な
っ
て
お
り
、
社
協
と

民
児
協
と
は
そ
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
以
前
か
ら
示
し
て
い
ま
す
。 

特
に
こ
こ
数
年
、
安
心
の
バ
ト
ン
、

医
療
福
祉
を
考
え
る
会
議
の
運
営
、

キ
ラ
キ
ラ
キ
ッ
チ
ン
や
ま
だ
っ
子
の

実
施
な
ど
、
両
者
連
携
し
て
の
重
要

な
活
動
が
増
え
て
き
て
お
り
、
民
児

協
と
福
祉
委
員
の
懇
談
は
ま
さ
に
当

を
得
た
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。 

懇
談
会
で
す
か
ら
、
み
ん
な
が
互

い
に
顔
の
見
え
る
座
席
配
置
が
好
ま

し
い
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
中
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
関
係
か
ら

学
校
の
教
室
の
よ
う
な
机
の
配
置
で

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。 

 

会
議
で
は
、
最
初
に
、
市
健
康
福

祉
政
策
課
に
講
演
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

 
 

 

今
年
度
の
五
月
か
ら
、
山
田
学
区
社

会
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
て
い
ま
す
。U

R
L

は 

http

：//www.syakyoymd.com 

左
の
図
の
よ
う
に
緑
色
基
調
の
画

面
が
開
き
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
山
田
学
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

編
集
後
記 

一
年
間
は
長
い
期
間
で
す
が
、
過
ぎ

去
っ
て
見
る
と
あ
っ
と
い
う
間
で
し

た
。 こ

の
広
報
紙
も
、
活
動
の
結
果
報
告

で
は
な
く
、
社
協
と
し
て
ど
の
よ
う
な

考
え
で
、
ど
う
い
う
活
動
を
進
め
た
い

と
し
て
い
る
か
を
伝
え
て
、
み
ん
な
と

語
り
合
え
る
話
題
を
提
供
で
き
る
紙

面
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
来
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
の
内
側
２

頁
を
使
っ
て
、
医
療
福
祉
を
考
え
る
会

議
の
内
容
を
中
心
に
お
伝
え
す
る
こ

と
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
は
、
第
３
次
山
田
学
区
住
民
福
祉
活

動
計
画
と
し
ま
し
た
。 

で
も
、
十
分
に
前
記
の
役
割
を
果
た

せ
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
こ

ろ
で
す
。 

 

 
 

こ
の
た
び
、山
田
学
区
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
第
３
次
山
田
学
区
住
民
福

祉
活
動
計
画
を
定
め
ま
し
た
。こ
の
計

画
は
、
第
１
次
、
第
２
次
住
民
福
祉
活

動
計
画
に
引
き
続
く
も
の
で
す
。 

こ
の
計
画
は
、
社
会
福
祉
法1

0
7

条
に
基
づ
く
草
津
市
地
域
福
祉
計
画
、

草
津
市
社
協
の
地
域
福
祉
活
動
計
画

を
受
け
て
、山
田
学
区
の
山
田
学
区
住

民
福
祉
活
動
計
画
と
し
て
定
め
る
も

の
で
す
。 

山
田
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育
て
等
の
分
野

を
超
え
て
、
つ
な
が
り
、
地
域
で
支
え

合
い
助
け
合
う
、
我
が
こ
と
・
丸
ご
と

の
山
田
学
区
な
ら
で
は
の「
地
域
共
生

社
会
」
を
目
指
し
ま
す
。 

山
田
学
区

の
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、

健
康
で
幸
せ
に
な
る
ま
ち
を
目
指
し

た「
第
３
次
山
田
学
区
住
民
福
祉
活
動

計
画
」
と
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
第
３
次
計
画
で
は
、
そ
の

活
動
の
目
標
や
活
動
の
成
果
を
主
眼

と
し
て
活
動
計
画
の
通
り
、構
築
し
ま

し
た
。（
第
２
次
計
画
ま
で
は
活
動
の

対
象
者
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
） 

今
、
国
で
は
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
か
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
言
っ

て
い
ま
す
。
地
域
共
生
社
会
と
は
、

従
来
の
制
度
や
分
野
ご
と
の
「
縦
割

り
」
で
は
な
く
、「
支
え
手
」「
受
け

手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域

住
民
や
地
域
の
多
様
な
団
体
が
丸
ご

と
繋
が
っ
て
、 

住
民
の
暮
ら
し
や
生

き
が
い
を
創
っ
て
い
く
社
会
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。 

ま
た
、
健
康
福
祉
や
子
育
て
に
関

係
す
る
市
役
所
各
課
の
担
当
業
務
の

概
要
と
相
談
窓
口
に
つ
い
て
の
お
話

し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と

そ
の
協
議
会
の
活
動
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
福
祉
委
員
の
活
動
に
付
い
て

簡
単
に
説
明
し
て
、
質
疑
応
答
を
兼

ね
て
懇
談
し
ま
し
た
。 

民
児
協
と
福
祉
委
員
と
の 

懇
談
会  

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
み

な
ら
ず
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。
機
器
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
表
示
さ
れ

る
画
面
の
構
成
や
順
番
が
変
わ
り
ま

す
。 

 

皆
様
の
御
意
見
な
ど
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
よ
り
良
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

・
㈱
光
真
製
作
所 

・
藤
田
工
務
店
㈱ 

・
福
盛
教
材 

・
浜
口
商
店 

・
オ
ー
ト
カ
ム 

・
ワ
ー
ク
パ
ー
ト
ナ
ー 

き
ら
ら 

北
山
田 

・
中
野
製
薬
製
造
㈱ 

・
園
田
瓦
店 

・
㈱
久
泉
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

・
㈲
馬
場
自
動
車 

・
㈲
馬
場
工
務
店 

・
堀
井
歯
科
医
院 

・
㈱
テ
ク
ノ
オ
ー
ミ 

・
膳
所
木
材
工
業
㈱ 

・
キ
ャ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
㈱ 

・
山
一
産
業
㈱ 

・
㈲
久
保
水
道 

・
西
本
電
気
工
事
㈱ 

・
㈲
馬
場
建
設 

・
平
井
自
動
車
工
業
㈱ 

・
佐
山
水
道
工
業
㈱ 

・
岡
田
茂
吉
研
究
所 

・
木
川
営
農
組
合 

 
 

組
合
長 

古
川
孝
夫 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

え
ん
ゆ
う
の
郷
。 

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
法
的
に
は

社
会
福
祉
法
で
規
定
し
て
い
る
民
間

の
団
体
で
す
。  

活
動
資
金
は
、
会
費
に
よ
り
ま
か

な
わ
れ
、
全
住
民
か
ら
の
一
般
会
費

と
社
協
活
動
に
賛
同
い
た
だ
い
て
い

ま
す
個
人
や
企
業
か
ら
の
賛
助
会
費

が
あ
り
ま
す
。 

賛
助
会
費
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

個
人
や
企
業
を
賛
助
会
員
と
呼
ん
で

お
り
、
今
年
も
草
津
市
社
会
福
祉
協

議
会
賛
助
会
員
の
募
集
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

山
田
学
区
で
は 

二
八
社(

名)

の

皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
会
費
は
草
津
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
に
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
こ
に
、
山
田
学
区
の
賛
助
会
員

の
み
な
さ
ま
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

・
㈱
ア
ヤ
シ
ロ 

・
島
根
中
井
工
業
㈱ 

ナ
カ
イ
テ
ク
ノ 

・
㈲
横
江
製
作
所 

・
相
撲
ち
ゃ
ん
こ 

大
岳 

賛 

助 

会 

員 

紹 

介  

第
３
次
住
民
福
祉
活
動
計
画 

 

第
３
次
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
そ

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
従
来
ど
お
り
「
背
伸

び
を
せ
ず
、
自
分
た
ち
で
実
現
可
能
な

事
」
と
し
ま
し
た
。 

学
区
社
協
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

き
た
「
ひ
ろ
が
れ 

や
ま
だ
の
和
・
環
・

話 

～
ひ
と
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

求
め
て
～
」
は
十
分
に
新
し
い
考
え
も

包
含
し
て
い
る
の
で
、 

そ
の
ま
ま
継

続
し
て
使
用
し
ま
し
た
。 

２
～
３
頁
に
計
画
を
載
せ
ま
し
た
。 

1次、2次計画の表紙 

山
田
学
区
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 



 

 

 

活動の種類・項目 活動の例  活動の目標、活動プログラム 実施の年度 

福祉の土壌づくり 地域福祉への関心の醸成 

地域の福祉意識の向上 
福祉講座、福祉懇談会、人権研修、障害や認知

症への理解 
 

座学を中心とした「福祉講座」やグループワーク等の議論を行う「懇談会」、また、人権研修、障害や認知症へ

の理解を深める取り組みを実施していく。 
R3―→R7 

健康維持・増進 介護予防、百歳体操、ウォーキング  
ウォーキングやグラウンドゴルフ、百歳体操などの健康づくり事業に取り組んでいく。 

ウォーキングコースの提案や、健康で長生きに必要な地域との繋がりについて啓発していく。 
R3―→R7 

地域の支え合い 

活動基盤の強化 

関連団体との連携・支援 

関連団体の連携・協力  学区内の各種団体に対する活動に協力、参加 R3―→R7 

団体活動に対する助成  学区内の各種団体に対しての助成や活動支援 R3―→R7 

ボランティア団体の育成 
ボランティア連協研修 

ボランティア団体への助成支援 
 

ボランティア講座を実施し、団体の育成と新たな活動の創造を目指していく。 

ボランティア団体の活動を支援するための助成を行う。  
R3―→R7 

孤立防止 集いの場・居場所の開設 

ふれあいサロン、地域サロン、日帰りバス旅行  
高齢者の外出の機会として地域サロンを継続して実施していく。 

地域の交流の場として、ふれあいサロンや日帰りバス旅行を実施する。 
R3―→R7 

（新）ふれあいカフェ  
誰でも気軽に参加できる居場所づくりと、参画する喜びを分かち合える活動の場を創設する。 

この場で、地域福祉を語る場にもしてく。 
R3―→R7 

地域の絆の醸成 

子どもとの繋がりの場 キラキラキッチンやまだっ子  「地域の子ども達」という考えのもと、地域での子育てを進めていく。 R3―→R7 

見守り活動の充実 登下校時の見守り、声掛け  
下校時に合わせて散歩をしたり、表に出向いて「お帰り」と声を掛けたり、黙って見守ったり、高齢者同士が井

戸端会議をする等、見守り活動を進めていく。 
R3―→R7 

災害等弱者への支援 

買物支援・通院支援 地域支え合い送迎  
閉じこもり予防、介護予防、地域でのふれあいの場への参加等のため、助け合い活動の一環として移動困難者の

送迎を実施する。 
R3―→R7 

災害弱者の支援・情報収集 

災害時要援護者登録制度  
災害弱者を把握し、災害時要援護者登録制度に登録をするための、支援者などのマッチングのための情報提供や

登録支援を行う。 
R3―→R7 

福祉防災マップの作成  民生委員を中心として、区域の支援が必要な方の緊急時の対応に備えていく。 R3 R5 R7 

安心のバトン  
救急医療情報キット（命のバトン）を作成し、一人暮らし高齢者や高齢者世帯を中心に配布する。（H24～H26

にも実施） 
R3 R5 R7 

後継者づくり 

福祉委員等の育成 福祉委員等の育成 
福祉委員研修 

福祉活動推進員の活性化 
 

福祉委員や福祉活動推進員の研修を実施するなど、連携強化を図りながら、さらなる学区社協活動を推進してい

く。 
R3―→R7 

関連活動団体との連携 関連団体との連携 関連団体との情報共有  各種団体・事業所が顔の見える関係をつくり、情報を共有しながら、連携・協力して取り組みを進めていく。 R3―→R7 

研修会への参加促進 

研修の実施 ボランティア連協研修、人権研修  
体験を中心とした研修を実施し、ボランティアグループ間の情報の共有と連携を進めていく。 

「誰もが認め合うまち・人にやさしいまち」を目指して人権研修を実施していく。 
R3―→R7 

他機関が行う研修 市社協等の研修会への参加および要請  市社協や県社協が行う研修会や講演会など情報提供と参加を呼びかけていく。 R3―→R7 

住民福祉活動計画の推

進 
住民福祉活動計画の推進 

策定・評価 学区社会福祉協議会  山田学区住民福祉活動計画の策定および啓発、または評価を行う R5  R7 

問題解決に向けた話し合い 学区の医療福祉を考える会議  

地域の生活課題の解決に向け、支え合い・助け合いの活動の創設を目指します。 

（①顔の見える関係づくり、②課題の共有、③資源の把握、④地域の実態を知る、⑤活動の創設、⑥周知・啓発・

学習） 

R3―→R7 

広報・啓発 広報・啓発 

広報紙の発行 社協だより  年間2回発行。全戸配布 単に活動報告ではなく、学区社協の思いを伝えるものにしたい。 R3―→R7 

ホームページ作成 学区社協ホームページ  山田学区社会福祉協議会のホームページを利用し、PRを行う R3―→R7 
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※青文字は重点項目を表す 


